（Ｈ22年6月）

· あなたと社長との「気持ちの上での距離」はどのくらいですか？
㈱ＪＴＢモチベーションズが2010年4月に実施した、社長や会社に対して感じる「気持ちの上での距離」に関する調査結果が先月発表されました。調査対象は、従業員500名以上の企業に勤める、全国の会社員515名（男416名、女99名）で、インターネットリサーチにより行われました。

その結果、社長との間に感じる「気持ちの上での距離」は、「違う星にいる（4億キロ）」が20.4％、「違う国にいる（1万キロ）」が19.4％と、約40％の人がかなり遠く感じていることがわかりました。もちろん従業員の階層によって違いがありますが、一般社員の場合、この2つで47.1％、以下係長クラスで38.4％、課長クラスで26.2％、部長クラスでさえ23.8％と高い水準にあります。
ちなみに、上司との「気持ちの上での距離」は、「違う星にいる（4億キロ）」が5.6％、「違う国にいる（1万キロ）」が3.9％と、全体で約10％に留まっており、逆に「すぐそば（1メートル）」が24.3％、「姿は見えているが離れている（5メートル）」が28.9％と、半数以上が5メートル以内に感じていることがわかりました。
次に、社長との「気持ちの上での距離」が遠いと感じる理由を尋ねると、「相手とのコミュニケーションが少ない」「こちらの仕事や状況を理解していない」という回答が約40％を占め、会う機会が少なく、自分の状況を理解してもらえていないことが、社長を遠く感じることにつながっていると分析しています。一方、上司との「気持ちの上での距離」が遠いと感じる理由は、「こちらの仕事や状況を理解していない」「目指す方向や価値観が違う」「判断や行動に納得できない」といった回答が約70％を占めており、社長と比較すると、上司の場合は具体的な上司の考え方や行動をどう感じるかが判断材料になっていることがわかりました。

興味深いことに、自分自身の仕事に対するモチベーションを尋ねると、社長や上司との「気持ちの上での距離」が遠いと感じる人ほど仕事に対するモチベーションが低い傾向がはっきりと出ており、また会社の業績も伸び悩んでいることがわかりました。従って、社長や上司との距離感をいかに縮めるかが会社経営の重要なテーマと成りえるわけですが、この解決策として、仕事に対するモチベーションが高い従業員ほど、「会社の理念や戦略を認識し、共感できる」環境づくりが最も重要であると回答しています。
つまり、会社の社会的存在意義を従業員ひとりひとりが認識し、自分が仕事を通じて社会に役立っているということ、それと同時にお客様にも喜んでもらえているということを実感できる環境にあれば、どんな経営的困難が待ち受けていても、会社全体が一枚岩になってその困難を乗り越えていくことができる、ということではないでしょうか。（工藤克己）
